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1911年、夏。 

一高時代の河合栄治郎は、赤城山でひと夏を過ごした。 

赤城山の自然の美しさに魅了された。 

 

「筆にも口にも出せない美、草原なんどの気がひし々身に迫

ってくる。・・中略・・僕は赤城の山の神、沼の上のとり子と

なつてしまつた。」          ― 河合栄治郎日記 

 

赤城山が後年の河合にもたらしたものは何だったのか？ 

 

「赤城山日記」は、まさに河合の青春の縮図である。 

友愛、絶交、思索、宗教、読書、若き日の河合の悩み。 

すべてがこの赤城山日記にある。 

 

約 1ヵ月半という短い期間の赤城山日記に、 

思想家「河合栄治郎」の形成過程が生々しく記されている。 


